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監督脚本・原案＝トマス・ヴィンターベア
三 98年カンヌ国際映画祭審査員宮受賞 1998年／デンマーク映画／
ニューヨーク批評家協会外国語映画賞受賞 1 時間46分／カラー／1 ： 1.37

ロサンゼルス批評家協会外国語映画賞受霞 提供•製作＝NIMBUS FILM 

ゴールテングローブ賞外国語映画部門ノミネート 配給＝ユーロスベース

セザール霞外国語映画部門ノミネート 協力＝テンマーク大使館

—•（作軍） 私は監督として』い~の趣味趣向を捨てま女

胸をナイフて褒かれるような快感。

これほど体に残る作品は

私はもはやアーティストてはありません。私は＇＇作品’'を作ることをやめま大

なぜなら美しさヤ調和といったものより、真実が重要だから•••…。

何年ぶりだろう一一 すべてを神の名のもとにおいて トマス•ヴィンターベア

家族の秘密 。その、愛と憎しみの夜
⑥褐色の大地に囲まれた土地にその家はあ た。ひとりの息子を除いては。かつてあった、

った。その領主は還暦を迎え、伝統にのっとら 父親による双子の息子と娘への近親相姦。そ

れた祝宴が行われようとしていた。いまはもう独 して2ヵ月前の、その娘の自殺の真相。息子の

立した子供たちを迎え、多くの親類や友人たち 発した言葉が、不協和音となって屋敷を取り

に囲まれて。しかしその祝宴が、そして美しい邸 囲んていったとき、暗い闇が持ち上がり、それ

宅が、過去を蘇らせ、真実を見出していこうと ぞれの心にプレが生じていくのだった……。

は、その日の招待客の誰一人思っていなかっ ⑥すべてを、愛さえも支配しようという父と、拒絶

する息子。そして自殺してしまった双子の妹に

対する、兄の禁断の想い。愛と憎しみが両極

に振幅し始めた時、家族に何が起こったのか。

映画はその真実を、痛いほどに酷く描いていく。

近年日本ても注目視されている“近親相姦”と

いう問題が、人間の暗闇という問題に重なり合

って、映画はラストヘと収束していく一―-。

カンヌが驚いた、その衝撃の映画手法―【ドグマ95】純潔の誓い
@98年カンヌ国際映画祭。受賞式の舞台に 明の禁止〉（カメラは手持ちカメラを使う〉などと る“ドグマ＃3” 「ミフネ」 (MIFUNE) が99年

は、若く、まだ無名の青年が立っていた。その いった十力条によって成り立っている。それを ベルリン国際映画祭において銀熊伐を受賞

年の受賞者の多くが巨匠てある中にあって、 課したのは【ドグマ95】というデンマークの4人 する快挙を成し遂げたのだった。

その若さはいっそう目立つものになる。しかもそ の映画監督の集団だった。‘‘純潔の誓い”に ⑥映画の製作と同時に敷かれる、不文律のレ

の受賞した作品の作風の重厚さは、とても29 署名したのは、デンマークを代表する『奇跡 ールの上を当然の了解のように受け入れてい

歳の演出とは思えないものだった。しかし、その の海』のラース・フォン・トリアーはか、クリスチ くことの違和感を、この若い映画監督集団は

作品はそういった巨匠的風格からじつは随分 ャン・レプリン、スーアン・クラーグ・ヤコプソン、 感じとって、映画のある種の危機を打破しよう

と掛け離れた場て作られた作品だった。なぜ そしてカンヌの舞台に立ったトマス・ヴィンター としているのだといえるだろう。ドグマの冠はな

なら真実のみを追求するために、あるいは映画 ベアの4人。そしてカンヌ国際映画祭審査員 いにしても、 96年カンヌ国際映画祭審査員グラ

の救済のために、いままての映画作りのセオリ 賞を受賞した『セレプレーション』は、この【ド ンプリを受賞したラース・フォン・トリアーの『奇

ーからは想像すらてきないような、“純潔の誓 グマ95】による最初の作品“ドグマ＃1” てあ 跡の海』てすてに、人工照明を使用せず、手

い’'という十戒の中て作られたものだったから。 った。また同年のカンヌには“ドグマ＃2” てあ 持ちカメラて撮影、そしてチャプター：：との音

十戒とは例えば、（すべてはロケーション撮影 るラース・フォン・トリアー監督作品「白痴」 楽以外に音楽を使用しないなどて、その試み

によって行う。小道具やセットは持ち込んては (The Idiots) がコンペティション部門に出品、 が成功を収めていることは記憶に新しい。

ならない〉（音楽は使ってはならない〉（人工照 そしてスーアン・クラーグ・ヤコプソン監督によ

制限があるゆえの、表現の解放
⑥以上のような試みゆえ、『奇跡の海Jがラ 異彩を放っているといえるだろう。

プ・ストーリー独特の甘さを一掃させることを ⑥この勇気ある試みを最初に行ったのは、こ

成功させたように、 rセレプレーション』におい の作品が長誼第2作目となるトマス・ヴィンター

ては、家族が根底から瓦解していく様が、制限 ベア。 1969年生まれのまだ若い才能に、カン

された空間の中て真実が灸り出されるように ヌだけてなく、ニューヨーク批評家協会とロサ

描かれていく。絶対て強固なものてあるがゆ ンゼルス批評家協会がそれぞれ外国語映画

えの亀裂の速さと酷さが、戒律の中て見事な 賞を与えた。そしてゴールデングロープ賞、セ

ザール買においても外国語映画部門てノミネ

ートを受けている。またこの作品において、タク

シー・ドライバーとしてカメオ出演し、ヒッチコッ

クぱりの演技をみせた。

⑥そしてこの映画には美術、衣装のクレジット

がない。もちろん、［ドグマ95】の“純潔の誓い”

の戒律によるものてある。

1 月 15日償）より箇量のレイトショー上廊央定！！（1/28~)
●よる9:00より（終映よる10:so) 1 回上映※日曜休映 如O瓜心一～ゥ

蟻帽認！僧戦塁露匠塁呻羅譴皿即や
特別鑑賞券1,400円絶賛発売中！！ （当日一般1,700円／学生1,500円の処）
※劇場窓口、エスト 1PG、チケットびあにてお求めください。 http://www.cinemabox.com/ 
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